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 【活動の基本情報】 

 参加学生数：4名 1年生：3名、2年生：1名） 

 活動期間：2016 年 6月～2023 年 1月 

 担当教員：八島雄士 

  

1．活動実施の経緯 

 那智勝浦町色川地区は、40 年以上前から移住者受入を

地域主体で行ってきた中山間地域の集落である。9 つあ

る区のなかで、小阪区を主としつつ、その他の区も含め、

移住者や地元住民と関わりながら、これからの地域のあり方について考えることが本プロ

グラムの主眼である。 

  

2．活動の内容 

 参加学生の興味・関心に応じ、地域のプログラムを通して知見を深め、今後に繋がる価

値の創出を目的としている。色川地区は早くから移住者を受け入れてきた地域であるが、

小阪区は、比較的移住者が少なく、昔からの地域行事や風習が残っている。また、棚田や

茶畑が地域資源として知られている。今年度は、世話役の千葉さんが経営される「 らくだ

舎」や地域住民「・移住者の方々を訪問、棚田に関わる行事の１つであるしめ縄作り体験等、

数回の現地活動を実施した。 

  

3．活動を通じて 

 現地活動では地元住民、移住者の方々との交流によって、 色川地区の人々の暮らし」

を学んだ。例えばらくだ舎では、提供する料理の食材に色川産を積極的に使用することや、

手紙と食材を一緒に送るサービス等、色川で暮らすからこそできる取り組みを知った。ま

た、農家民泊、銀杏農家、小水力発電等の取り組みや、その想いから中山間地域の暮らし

が多様であることを学んだ。加えて、棚田の行事に参加するなかで、郷土愛は色川地区の

人々の共通の価値観であることを感じた。来年度は棚田サミットが開催されるため、色川

地区の人々の暮らしを更に学び、棚田サミットの準備や運営等に関わりたいと考えている。 

和歌山県東牟婁郡那智勝浦町 

地域の文化や風習の体験から地域住民と触れ合い、 

地域・自分・社会のより良いあり方・つながり方を考える。 

興味関心に応じた地域のプログラムを通じて知見を深め、 

今後に繋がる価値の創出をめざす。 
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4．成果ポスター 

 



合同報告会 当日の様子 

 

和歌山県東牟婁郡那智勝浦町 

 

テーマ：地域の文化や風習の体験から地域住民と触れ合い、 

    地域・自分・社会のより良いあり方・つながり方を考える。 

 本 LPP の報告では、私たちが那智勝浦町色川地区を

拠点に行った活動報告を行いました。今年度は「 地域の

歴史や文化を学び、色川の暮らしに触れる」というテー

マを基に、地域行事、移住者のお宅訪問、地域の交流の

場となる飲食店について発表し、那智勝浦町の魅力を伝

えることができました。全体の様子としては、様々な

LPP同士の交流が見られ、互いに良い刺激を与え合えた

のではないかと思います。コメントシートに質問がなかったので、いただいたリアクショ

ンについてのコメントを掲載します。 

Q． ただ訪問するだけでなく地域と協力して伝統行事に関わっているのが良かった。」 

A．コメントありがとうございます。今年度私たちは地域住民の暮らしを中心に実践的な 

 学びをしてきました。来年度も今年度以上に地域の風習に積極的に関わっていきたいと 

 思います。 

Q． 棚田サミットはチャンスだと思うので、PR方法を考えてほしい。」 

A．コメントありがとうございます。まだ具体策は考えられていませんがチャンスを逃さ 

 ないように効果的な PR方法を考える予定です。 


